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研究成果の概要（和文）： 
近代初期英国文学とエンブレムの関係を明らかにした。シェイクスピア劇や十七世紀英詩を

対象に、キリスト教的起源の聖なる図像、モットー、警句と多神教の異教や土着の習俗起源の

世俗的な図像、モットー、警句の絶妙な絡み合いから文学の豊饒な表現が生まれた過程を研究

した。一方で地理的にも視野を拡大し、ドイツ、フランス、オランダなどを中心とする当時の

文化的先進国のエンブレムが、英国のエンブレムに与えた影響も研究し、時間的な視野も拡げ、

図像と警句の関係は、十八～十九世紀の挿絵と物語の関係にも転じ、エンブレムの時間的変移

も研究した。 
 
研究成果の概要（英文）： 

The research clarified the relationship between early modern British literature 
and emblems. It concluded that the fertility of literature in Shakespeare's plays and 
seventeenth century English poetry originated not only from the exquisite textures of 
sacred Christian iconographies, mottos and epigrams, but also secular pagan ones. It 
also studied the impact of the emblems of culturally developed countries in those days 
such as Germany, France, and the Netherlands on English emblems. Finally it 
investigated the iconographical relationships between the iconographies and the 
epigrams had been transformed into those between illustrations and stories in the 
eighteenth and the nineteenth century. 
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キーワード：英文学、美術史、 
 (1) エンブレム、(2) シェイクスピア、(3) オットー・ウェニウス、(4) ジェフリー・ホ
イットニー、(5) ヴィーリクス、(6) ジオット、(7) リーパ、(8) 風景版画 
 
１．研究開始当初の背景 

文学を専門とする研究者は、これまでモッ
トーや警句の部分を重視し、図像はほとんど
考慮に入れることなく、研究対象となった文
学作品の該当箇所と比較検討するに留まっ
ていることが多かった。しかし影響関係をよ
り精確に把捉するためには図像部分も見逃
すことはできないはずで、美術と文学両面か
らの学際的アプローチが重要となっていた。
しかもエンブレムは本来 16 世紀ドイツに端
を発し 2 世紀に亘ってイタリア、フランス、
オランダなどで流行し、その間英国に伝播し
てきたことを考慮すると、大陸の影響も無視
することはできない。 

本研究では宗教的エンブレムの聖なる部
分と人文主義的エンブレムの俗なる部分に
注目し、両者の精妙な絡み合いが豊かな芸術
作品を産み出す要因であることを明らかに
する。さらに 18～19 世紀の挿絵本や絵本へ
とどのように展開してきたかも視野に入れ
た広範な独創的研究である。 
 
２．研究の目的 
２－１： 近代初期英国のエンブレムが如何
に大陸の影響を受けたのか、同時に如何に文
学に影響を与えたのかを文学・美術の両面か
ら明らかにする。 
２－２： さらに歴史的展開に注目し、市民
革命以降啓蒙主義の時代にエンブレムがど
のように挿絵に影響していくのかを明らか
にする。具体的には、エンブレム・ブックを
挿絵入り書物として再定義し、18～19 世紀
に出版された版画入り挿絵本に描かれた表
象について考察し、文学、思想史、美術史の
枠組みにおいても再構築する。 
 
３．研究の方法 
【平成２１（２００９）年度】 

英文学関連グループでは、松田が、エンブ
レム的な寓意の志向と宗教を基盤とした教
育システムとの間に深い関わりがあるとい
う先行研究を踏まえ、主にシェイクスピアの
主要な場面とエンブレム表象に取り組んだ。 

山本は、〈祝宴〉という文化的社会的行為
において、エンブレムが当時どのような役割
を果たしていたのか、特にサトゥルヌスの伝
統との関係において考察した。 

植月は、動物のエンブレム、とくに鹿、兎、
蛇などについて考察した。西洋文化圏は本来
狩猟民族によって形成されてきたし、農耕詩
のサブ・ジャンルである狩猟詩では、鹿狩が
よく取り上げられる。それは紳士の嗜みでも

あり、疑似戦闘でもあった。 
一方美術を専門とするグループは次の研

究方法に拠った。伊藤は、オットー・ウェニ
ウスの『愛のエンブレム集』における俗愛の
表象について、ヨーロッパの文学的伝統との
連関において考察した。木村は、プランタン
で刊行されたフランス語版(1570 年)の影響
と、そのイエズス会人文主義との関わりに光
を当てた。出羽は、エンブレム・ブックを広
く挿絵入り書物としてとらえ、風景版画入り
挿絵本に描かれた土地の表象について考察
し、寓意的意味の表象がはっきりと意図され
た図像ではなく、風景という土地の役割や位
置づけを反映する具体的な表象が現れてい
ることを検討した。 
 
【平成２２（２０１０）年度】 
松田は、昨年度に続き、対立する二者間の

サイコマキアは、中世以来の魂と肉体の葛藤
を謳った宗教詩の伝統をいかに受容してい
るのかを、同時代の宗教的エンブレム集や世
俗的エンブレム集におけるサイコマキア表
現に注目して見極め、エンブレム的寓意が聖、
俗両面において、思考の表現の根幹にあった
ことの証明を試みた。山本は引き続きシェイ
クスピア劇に登場する様々なバンケット場
面でのエンブレム、とくに絵皿に注目し、ほ
かの関連作品との関係を追及した。植月は 18
世紀からロマン派にかけての《鹿》のイメー
ジとエンブレムの関係を考察していった。 
美術関連グループの方では、伊藤はオット

ー・ウェニウスの『神的愛のエンブレム集』
における聖愛の表象について、当時の宗教思
想との連関において考察した。木村は、引き
続き Junius を中心としたフランス系エンブ
レムの研究を継続し、平成 22 年度からは 18
世紀英国への影響も視野に入れ研究を行っ
た。出羽は前年度に扱った挿絵を同時代の版
画制作の観点から捉え、とくに版画技法・技
術の発展とそれらの書物出版との関連に注
目する。エンブレムを表象媒体としてだけで
はなく、挿絵というひとつの美術作品として
捉えることによって、文学・思想史の文脈だ
けでなく、美術史の枠組みにおいて議論する
ことが目的である。 
 
【平成２３（２０１１）年度】 

最終年度に当たっては、当初の目的である

大陸・英国間のエンブレム受容関係を聖と俗

の二つの側面からの考察をさらに深めた。ま

ずイタリアを中心とするエンブレムを担当す



る伊藤は、16世紀後半ローマでイエズス会が

刊行した図解入り聖書、およびアルチャート

の『エンブレム集』の、キリシタン文学の『

ヒデスの導師』と『平家物語』の題扉への影

響などから聖なる側面を主に研究した。フラ

ンスを主とする大陸のエンブレム担当の木村

は、やはり聖なるエンブレムに関してフラン

ス近代における《慈愛の寓意》と炎の図像の

関係を考察した。松田は、シェイクスピア作

品におけるエンブレムとの相関関係を論じ、

近代初期の人文主義的なエンブレム・ブック

を取り上げ、当時の表象文化に広範な影響を

与え、16世紀後半から17世紀にわたる宗教的

な意図をもったエンブレム・ブックの隆盛に

寄与した点をとくに考察した。山本は、俗な

る宴会の席でエンブレムがどのように用いら

れているかに注目し、主にデザート用木皿に

描かれたエンブレムや付随する警句詩の分析

を通して、エンブレムの（食文化や装飾文化

を含む）物質文化的背景を考察した。 

植月は詩の方に注目し、こちらも俗な動物

表象とくに極楽鳥や鹿のエンブレムの系譜を

探った。出羽は本年度もエンブレムと風景版

画の関係の調査を遂行した。 

 
４．研究成果 
 
（１）シェイクスピアのエンブレムの〈聖〉
と〈俗〉 

十七世紀英国のエンブレム作家 Thomas 
Palmer の Two Hundred Poosees (Slone MS 
3794)や、当時の絵画作品を中心に宗教的〈聖
なる〉寓意を担った植物図像を調査し、同時
に、現代の広告の象徴的手法に用いられた
〈俗なる〉樹木まで視野に入れて、ピータ
ー・デイリー氏を招聘した学術講演会にて発
表した。さらに、パドヴァのスクロヴェーニ
聖堂内における７大徳と７大悪徳関するジ
オットの寓意像に注目した。ルネサンス初期
の寓意表象の例として重要な作品で、
Inconstanza が球の上で取った不安定な姿勢
やベリーニの Holy Allegory (ca.1500-05)
のJusticeと Truthを表象する女性の意味す
る象徴など、代表的な寓意像の集成であるリ
ーパの『イコノロギーア』における《信仰》
や《真実》といった美徳の表象、《怒り》や
《不実》といった悪徳も含めた神学的な像と
の関係から〈聖なる〉エンブレムを考察した。
ヘンリー・ピーチャムは、リーパを借用して
おり、ピーチャムとリーパの比較検討も行っ
た。松田は、近代初期英国におけるエンブレ
ムの受容と変容、およびシェイクスピア作品
におけるエンブレムとの相関関係を論じた
単著『シェイクスピアとエンブレム―人文主
義の文化的基層』を上梓し、宗教的な意図を

もったエンブレム・ブックが隆盛した点を強
調した。 
 
（２）宴会場面での様々なエンブレム 
グラスゴー大学での学会発表（2011年6月）

では、エンブレムが英国ルネサンス期の宴会
においてどのように用いられているかに注
目し、主に木皿に描かれたエンブレムやそれ
に付随する警句詩の分析を通して、エンブレ
ムの（食文化や装飾文化を含む）物質文化的
背景を考察した。サー・ジョン・デイヴィス
が 1600 年にトマス・サックヴィルの新年会
のために書いた詩「世界の１２不思議」は、
ジョン・メイナードによって 1608 年にリュ
ート用にメロディーをつけて出版され、1620
年頃にはデザート用円盤木皿に描かれてい
る。この木皿が当時どのように使用されたか
を理解するために、メイナードのパトロン貴
族が所有するロングリート・ハウスに刻まれ
た当時のバンケット実践の痕跡から考察し
た。同発表原稿はその後国際エンブレム協会
の学会誌『エンブレマティカ』に投稿され採
用が決まり、現在校正中である。また、ヴィ
クトリア・アルバート博物館や大英博物館に
多く残されている他の木皿も取り上げ、アル
チャートのエンブレム以外にどのようなエ
ンブレム的図絵や意匠がバンケット木皿に
多く利用されているか分析するとともに、サ
ー・ジョン・デイヴィスの他の詩作品とその
文化的社会的背景を考察した。『テンペスト』
と祝宴のエンブレムについては、演劇映像の
国際的教育研究拠点である早稲田大学演劇
博物館グローバル COE プログラムの紀要
（2012 年 3 月）に、「植民地支配の家政術：
英国カントリーハウス文化と『テンペスト』
におけるプロスペローの魔法のバンケット」
として掲載した。エリザベス朝のカントリー
ハウス文化を特徴づけている家政術やバン
ケット（＝デザートコース）、仮面劇といっ
た文化的要素を詳細に分析することにより、
当時広く流布しつつあった新世界をめぐる
植民地主義的言説が、シェイクスピア後期の
ロマンス劇である『テンペスト』という作品
のバンケット表象にどのような影響を与え
ているかを考察した。『テンペスト』の仮面
劇とバンケット表象に関して、私的空間への
志向性やその創造、それにジェンダーに関わ
る社会的な問題がどのような意味を有して
いるかということについても検討を加えた。
貴族的な古い価値観から新しい階級労働者
的価値観への変化が、『テンペスト』とその
宴会表象にどのように反映しているかにつ
いて論じ、また仮面劇やバンケット表象と私
的空間への志向性やその創造、それにジェン
ダーに関わる社会的な問題の関係について
検討を加えた。国内外の研究者と連携し、ま
た英国や日本の図書館で資料調査を行うこ



とにより、ルネサンス期英国の宴会と当時の
社会文化との関係を明らかにすることがで
きた。 
 
（３）動物のエンブレム、特に鹿のエンブレ
ム 

動物のエンブレムのうちまず鹿に注目し
た。矢で傷ついた鹿のエンブレムとシェイク
スピアの『お気に召すまま』の鹿狩への言及
との関係を考察した。ジェイクゥイーズの嘆
きは、鹿の嘆きであり、大団円で一人群れを
離れる彼は、傷ついた鹿そのものである。さ
らにそのエンブレムがどういう風にマーヴ
ェルの「仔鹿の死を嘆く乙女」に影響を与え
たかを考察した。ひたすら仔鹿の死を嘆く乙
女は、単にアレゴリカルな鹿の喪失を嘆いて
いるのでなく、動物の死を前にした嘆きでも
あり、鹿狩の残虐さをも呪っており、動物に
対する瑞々しい感性を表現している。他にデ
ナムの「クーパーの丘」の鹿狩や、キャヴェ
ンディッシュの鹿狩、最終的にロマン派まで
視野に入れ、ワーズワスの「鹿跳びの泉」の
鹿狩、同じ詩人の「リルストンの白鹿」の鹿
の表象も考察した。さらに兎狩にも目を配り、
とくに『ピーター・ラビット』の差し替えら
れた挿絵と本文の関係を考察した。また、ロ
マン派の時代では、ブレイクの「虎」やワー
ズワスの〈極楽鳥〉とエンブレムの関係につ
いても考察した。 
 
（４）アンドレア・アルチャートの「愛のエ
ンブレム」とキリシタン版の題扉 
 17 世紀のイエズス会が布教の過程におい
て、エンブレム・ブックを作成して利用した
ことはよく知られていることであるが、すで
に 16 世紀の半ばからイメージとテクストの
複合的な効果への関心は見いだされる。それ
は日本の宣教師たちが出版した書物、いわゆ
る「キリシタン版」においても例外ではなく、
たとえば 1592 年に天草で刊行されたローマ
字版『ドチリナキリシタン』の題扉では、直
立したイエス・キリストが、右手を挙げ、左
手で地球を象徴する球をもっている。この図
の下に、「私は道であり、真理であり、生命
である」という、『ヨハネによる福音書』
（14:6）から採られた文言が記されている。 
 その翌年に刊行された世俗的な作品のひ
とつ、ローマ字版『平家物語』の題扉には、
日本で初めて描かれた、古代ローマ風の光景
を表した銅版画が見いだされる。頭に王冠を
載せた青年が、四輪の奇妙な装飾に満ちた戦
車の上に座っている。彼は左手に長い矢をも
ち、右手では戦車を牽く２頭のライオンの手
綱を握っている。この図像には、ラテン語の
銘文を具えており、その内容は、『箴言』
（16:32）から採られた「自らの心を制御す
る者は都市を占領する者よりも強い」である。 

図像に関しては、ヨーロッパの伝統において
は、２頭のライオンを牽く戦車に乗る女性像
は、ローマの将来された女神キュベレが原型
である。それは中世の神話的なテクストへと
伝えられ、ルネサンスにおいては、ペトラル
カやボッカッチョの文学に登場し、またピン
トゥリッキオ、フランチェスコ・コッサ、ジ
ョルジョ・ヴァザーリによって絵画化された。
しかし、キリシタン版『平家物語』に登場す
る人物は青年であって、この伝統に与するも
のではない。 他方、きわめて類似した図像
は、アンドレア・アルチャート『エンブレム
集』の「最も強力な情念たる愛」（1548 年リ
ヨン版、84 頁）の、鞭を使って２頭のライオ
ンを駆りたてている有翼のクピドに見られ
る。われわれの試論の結論は、このアルチャ
ートのエンブレムに、当時、日本に伝えられ
たローマの将軍の姿（たとえば、《レパント
戦闘図》における「ローマの王」と記された
青年）が結合されて、『平家物語』の題扉が
描かれたというものである。 
 
（５）十七世紀フランスの絵画とエンブレム 
フランスにおけるカトリック・エンブレム

研究のための基礎研究として、ヴィーリクス
の版画とシャンパーニュの宗教絵画を分析
した。高精細デジタル画像による撮影が完了
している、Junius 著 Emblemata(1565,日本大
学芸術学部所蔵）の基礎研究を行った。 オ
ウ ィ デ ィ ウ ス Ovid の 『 変 身 物 語 』
http://www.ovidmeta.jp 作成の経験にもと
づいて、画像だけでなく学術論文・関連デー
タも添付した公開を試みた。他にもプランタ
ンで刊行されたフランス語版(1570 年)の影
響と、そのイエズス会人文主義との関わりも
視野に入れ、さらに、十七世紀フランスにお
ける宗教図像上のエンブレム分析のための
基礎研究として、シャンパーニュ作《煉獄の
魂》を、美術史的な観点から詳細に分析した。
同時に〈聖〉なるエンブレムに関する論文「フ
ランス近代における《慈愛の寓意》と炎の図
像について」を刊行した。 
 
（６）叙景詩と風景画とエンブレム 
この分野の研究成果としては、「一九世紀

初頭英仏風景画の比較から見るターナーの
空間構成」〔『美学』235 号、2009 年〕、及び
「ターナーの絵画制作における詩の役割」
〔『國學院大學紀要』50号、2012 年〕が挙げ
られる。前者では、ターナーの絵画空間がど
のように構成されたのかについて、同時代の
フランス風景画及びその理論と比較して検
討した。ターナーや同時代のイギリスのアカ
デミーの画家たちは、同時代のフランスの絵
画は奥行きの表現が満足にできていないと
批判していたが、プランという垂直面と、グ
ラウンドという水平面という、それぞれに異



なる単位をもとに絵画空間をとらえたとい
う違いにより、ターナーらは同時代のフラン
ス絵画の空間を、奥行きの表現がなされてい
ないと批判したのだった。この比較を踏まえ、
ターナー自身が奥行きのあるグラウンドと
巧みな色彩によって絵画空間に奥行きを表
現し、フランスの絵画には表現できない優れ
た奥行きを自身の風景画で表現したことを
指摘した。後者では、ターナーの風景画にお
ける詩的要素の導入について議論した。ター
ナーはロイヤル・アカデミーで行う講義の準
備として、過去の美術理論を広く学んだが、
そのなかには、詩と絵画の伝統的な詩画比較
論も含まれていて、詩的要素を風景画に取り
込むことは彼の制作の重要な課題のひとつ
だった。そして、作品を詩的なものにする一
つの方法は、詩の特徴である連想を絵画に取
り込むことだった。具体的には、連想を引き
起こす要素をテクストあるいは絵画表現に
よって採り入れ、そこから喚起される物語を
導入したのである。物語の導入は、アカデミ
ーの展覧会作品はもちろん、トポグラフィー
にも適用された。詩画比較論を踏まえて地誌
や風景の記録という側面の強いトポグラフ
ィーにも物語を採り入れたことは、トポグラ
フィーに新たな展開を生みだし、物語絵画の
境界を拡大したとも言え、その点にターナー
の革新を見出した。 
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